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会報 
ＮＯ.180 
 ２0２４年 
 3 月 1日 
瀬戸市追分町64-１ 

瀬戸市職労組 事務所 
056１-84-4760  

fax   84-4767 
郵便振替口座番号 
008２0-9-１05１２0 

 
連絡先 

事務局  

梅野 
090-3837-7050 
寺脇 
057２-２３-5899 
 fax 同上  
携帯 

０９０-６５７５-4３７0 
Ｅメール 

tera-m@ob.aitai.ne.jp 

 

あ
り
が
と
う 

ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

２
０
２
４
年
度 

 
 

 

会
費
お
よ
び
カ
ン
パ
を
頂
い
た
方 

 

瀬
戸
市 

 

井
上
喜
弘
さ
ん 

１
０
０
０
円 

春
日
井
市 

 

大
里 

豊
さ
ん 

１
０
０
０
円 

 

大
矢
昭
夫
さ
ん 

５
０
０
０
円 

名
古
屋
市 

 

松
本
八
重
子
さ
ん 

３
０
０
０
円 

 
 

多
治
見
市 

 

高
木
知
文
さ
ん 

３
０
０
０
円 

 
 

 
 

２
０
２
４
年
２
月
24
日
現
在 

 
 
 
 
 
 

１
３
９
名 

（
＋
０
－
４
） 
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 戦争遺跡をテーマに写真記録を続けています。

戦後生まれの私にとって、銃後の日本の姿を想像

することはとても難しいことです。 

「保存する会」の学習会＆見学会には初めて参加

しました。瀬戸の地で三十年以上も前に発足した

古参の会であることに驚くとともに、地下工場跡

の他にも多くの戦跡があることを学びました。地

道な調査の積み重ねは、地域への視点を大きく変

えます。私が住んでいた奈良県では、古代ばかり

が重視され、近現代史に目を向ける研究者はごく

稀です。これでは忌まわしい戦争の時代は「なか

った」ことになりかねません。 

地下工場跡の見学では落ち葉で足元が滑る中、今

は鉄冊で閉ざされた地下壕を見て回りました。進

駐軍撮影の写真パネルを掲げながらの解説は、想

像力をよりリアルにひき立てるものでした。本土

決戦に備え突貫工事で始まった地下工場。実際に

稼働していた事例は珍しく、更なる調査と保存の

呼びかけをしていきたいものです。    

 江南市在住         西田 敦 

                                       
 

１
月
27
日
（
土
）
恒
例
の
地

下
工
場
跡
現
地
見
学
会
を

行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
寒

風
の
中
で
も
30

名
に
も
お

よ
び
大
変
盛
況
で
し
た
。
学

習
会
で
は
工
場
跡
地
だ
け

で
な
く
他
の
「
瀬
戸
の
戦

跡
」
い
つ
い
て
紹
介
し
ま
し

た
。
今
回
は
こ
れ
ま
で
と
は

ち
が
い
午
後
に
行
っ
た
の

が
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

各
務
原
や
江
南
と
言
っ
た

遠
地
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、

い
ろ
ん
な
情
報
を
い
た
だ

き
大
変
、
有
意
義
な
会
に
な

り
ま
し
た
。 

（
寺
脇
） 

参加者の感想（メール） 

上図 第 2区第 10坑で  

下図 第 2区尾根沿いの陥没穴を調査する参加者 

上図 水野地域交流センターで学習会 

下図 第 1区第 7坑で 

ごくろうさまでした！ 
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すでにご存じだと思いますが、 

奈良県香芝市の屯鶴峯地下壕付近で見つかったトイ

レ遺構（上図）と思われる写真を添付します。タイ

ル、便器も付近から出土しました（右図）ので間違

いないと思うのですが。 

水槽とは違い、地面を掘り下げていますので見つか

りにくい遺構です。 

     

①2000年 9月発見（第 1区第 8坑跡附近） 

②2010年１０月２３日「散歩道」整備のた

めの事前調査で新しい遺構を発見しました。

大きさは（０．８５ｍ×１．７ｍ）で厚さ１

８ｃｍほどのコンクリート製です。 

 

地下工場跡地の 

屯鶴峯地下壕とは？ 
 奈良県と大阪府の境にある二上山のふもとに

ある凝灰岩層でできた屯鶴峯（どんづるぼう）

に旧陸軍・航空総軍の戦闘司令所として、１９４
５年６月ごろから建設が始められた。朝鮮人兵士

を含む約３００人が動員され、終戦の日の８月１

５日まで工事が進められたといいます。東壕と西

壕に分かれており、二つを合わせた全長は計約２

キロ。高さ約３メートルのアーチ型トンネルが、

はしご状に掘られている巨大地下壕です。 
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２
０
・
６
・
９ 

熱
田
空
襲
の
概
要
② 

 
 
 
 
 
 
 

前
号
よ
り
つ
づ
く 

 

６
，
証
言
A 

 

愛
知
時
計
電
機
：
砲
煩
（
ほ
う
こ
う
）
兵

器
部
設
計
課
員
（
20
歳
）
は
研
究
館
3
階

の
設
計
室
で
、
社
内
放
送
の
ラ
ジ
オ
が
東
海

軍
管
区
情
報
を
伝
え
て
い
た
。
警
報
解
除
の

サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
て
、
ラ
ジ
オ
が
「
B
２
９

の
編
隊
は
琵
琶
湖
附
近
よ
り
南
西
方
面
に

向
か
い
西
進
中
、
敵
機
は
関
西
方
面
へ
向
か

う
と
思
わ
れ
る
の
で
、
東
海
軍
管
区
は
空
襲

警
報
解
除
」
と
放
送
し
た
。 

 

退
避
し
て
い
た
職
員
達
従
業
員
は
鉄
帽

や
防
空
頭
巾
を
取
り
、
汗
を
拭
き
な
が
ら
机

に
座
っ
た
時
だ
っ
た
！
空
襲
警
報
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴

っ
た
。
窓
か
ら
西
の
空
を
見
る
と
、
B
２
９
の
編
隊
の

飛
行
爆
音
、
3
編
隊
21
機
の
胴
体
下
部
の
爆
弾
倉
か

ら
黒
い
粒
を
落
と
し
て
い
る
の
が
見
え
た
。
ゴ
ー
ゴ
ー

ゴ
ー
ゴ
ー
！
百
雷
が
一
時
に
落
ち
る
よ
う
な
も
の
凄

い
大
音
、
ダ
ダ
ン
、
ダ
ダ
ン
と
爆
発
・
炸
裂
音
と
同
時

に
、
も
の
凄
い
爆
風
！
本
能
的
に
丸
い
５
０
ｃ
ｍ
ほ
ど

の
建
屋
柱
の
東
側
に
身
を
ひ
そ
め
、
頭
を
か
か
え
、
耳

を
ふ
さ
い
で
、
目
を
つ
む
っ
た
。
ガ
ラ
ス
な
ど
の
爆
発

破
片
は
、
柱
の
お
陰
で
避
け
た
が
、
次
の
瞬
間
、
右
斜

め
前
方
か
ら
の
爆
風
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
４
階
建
の

研
究
館
へ
、
４
０
０
０
ポ
ン
ド
（
１
．
８
ト
ン
）
の
爆

弾
が
、
屋
上
か
ら
地
下
１
階
ま
で
貫
通
し
て
爆
弾
３
発

が
命
中
！
１
．
８
ト
ン
３
発
の
爆
弾
は
地
下
室
内
で
炸

裂
爆
発
し
て
地
下
へ
退
避
し
て
い
た
多
く
の
人
達
は

瞬
時
に
、
木
端
微
塵
に
粉
々
と
な
り
飛
び
散
っ
た
。
全

滅
で
あ
る
。 

 
研
究
館
の
床
面
は
厚
さ
２
０
ｃ
ｍ
、
１
階
の
床
は
５

０
ｃ
ｍ
も
あ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
。
屋
上
、
４
，
３
，
２
，

１
階
の
床
を
突
き
抜
け
、
爆
弾
３
発
は
地
下
室
で
炸
裂

し
た
。
３
階
設
計
室
の
爆
弾
落
下
穴
（
約
６
ｍ
径
）
か

ら
爆
風
が
吹
き
上
が
っ
て
来
た
。
設
計
課
員
は
非
常
階

段
へ
走
り
、
外
へ
出
る
と
ま
た
も
や
ゴ
ー
ゴ
ー
ゴ
ー
ゴ

ー
と
前
に
も
増
し
て
大
音
響
の
爆
発
！
と
っ
さ
に
鉄

筋
２
階
建
の
重
要
書
類
倉
庫
の
中
へ
飛
び
込
ん
だ
。
厚

さ
２
０
ｃ
ｍ
の
壁
下
に
伏
せ
た
瞬
間
、
ダ
ダ
ー
ン
と
地

響
き
と
爆
風
で
真
暗
に
な
っ
た
。
口
と
鼻
が
詰
ま
る
。

両
手
で
頭
を
押
さ
え
息
を
止
め
た
。
１
・
２
分
経
過
し

た
だ
ろ
う
か
？
夜
が
明
け
る
よ
う
に
明
る
く
な
っ
た

の
で
、
倉
庫
を
飛
び
出
し
、
工
場
正
門
を
駆
け
出
る
と
、

電
車
通
り
は
電
車
の
架
線
が
垂
れ
下
が
り
、
色
々
な
破

片
、
ト
タ
ン
板
、
ス
レ
ー
ト
な
ど
と
共
に
死
者
、
怪
我

人
達
が
斃
（
た
お
）
れ
、
足
の
踏
み
場
も
な
い
散
々
た

る
有
り
様
で
あ
っ
た
。 

 

７
、
証
言
Ｂ 

 

学
徒
動
員
、
愛
知
商
業
生
徒
（
14
歳
）。
防
空
壕
へ

避
難
。

B29
の
大
編
隊
、
黒
点
が
落
下
し
て
く
る
。
爆
発

炸
裂
音
、
大
振
動
、
恐
怖
、
土
煙
り
、
爆
撃
の
凄
ま
じ

さ
、
凄
惨
な
事
態
。
工
場
は
大
被
害
で
壊
滅
、
爆
撃
穴

は
血
の
池
。
工
場
建
屋
の
鉄
骨
は
柱
に
は
肉
片
が
こ
び

り
つ
い
て
い
る
。
死
体
の
腐
臭
の
強
烈
さ
、
感
覚
が
麻

痺
す
る
！
汽
車
が
鉄
橋
の
上
を
走
り
抜
け
る
と
き
の

様
な
ゴ
ォ
ー
の
大
音
と
爆
風
。
白
鳥
橋
へ
１
．
８
ト
ン

の
爆
弾
穴
、
堀
川
の
水
が
吹
き
上
が
り
、
貯
木
場
の
大

き
な
丸
太
が
頭
上
を
横
切
る
。
夥
し
い
（
お
び
た
だ
）

死
骸
が
堀
川
面
に
折
り
重
な
り
、
遺
体
が
道
路
に
転
が

っ
て
い
る
。
幾
多
の
肉
片
が
飛
び
散
っ
て
い
る
。
地
獄

さ
な
が
ら
の
工
場
。 

 

８
，
証
言
C 

 

学
徒
動
員
、
中
京
高
女
生
徒
（
１
７
歳
）
。
ド
ド
ド

ド
ド
ー
、
大
地
震
の
勢
い
、
防
空
壕
は
満
員
で
、
次
の

防
空
壕
も
満
員
で
入
れ
な
い
。
必
死
の
形
相
で
女
工
が

ち
ぎ
れ
た
手
首
を
、
鮮
血
が
流
れ
る
三
角
巾
で
持
っ
て

い
る
！
次
の
瞬
間
、
爆
弾
が
落
ち
、
防
空
壕
は
全
滅
し
、

辺
り
は
足
の
踏
み
場
も
な
い
ほ
ど
、
死
体
が
転
が
っ
て

い
る
！
逃
げ
る
途
中
、
前
を
走
る
男
子
中
学
生
が
バ
タ

ッ
と
倒
れ
た
。
中
学
生
の
尻
が
え
ぐ
ら
れ
て
い
る
！
肩

か
ら
血
を
流
し
て
い
る
者
、
頭
か
ら
出
血
の
激
し
い
人
。

バ
タ
バ
タ
と
倒
れ
て
い
く
人
達
！
手
足
が
ち
ぎ
れ
、
胴

体
だ
け
の
死
体
。
と
て
も
言
葉
に
表
せ
な
い
。
爆
弾
の

破
片
が
命
中
し
、
血
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
「
お
っ
か

さ
ー
ん
」
と
大
声
を
出
し
て
目
の
前
で
死
ん
で
ゆ
く
若

 

愛
知
時
計
電
機
ご
出
身
で
愛
知
時
計
に

お
詳
し
い
堀
口
秋
彦
さ
ん
か
ら
、
ご
自
身

で
調
査
記
録
さ
れ
た
「
２
０
・
６
・
９ 

熱

田
空
襲
の
概
要 

」
令
和
5
年
5
月
記
の

手
記
を
頂
い
た
の
で
連
載
で
掲
載
し
ま

す
。
勤
務
さ
れ
た
会
社
の
記
録
と
し
て
、

大
変
貴
重
な
資
料
で
す
。 

 

堀
口
さ
ん
は
、
昭
和
9
年
生
ま
れ
、
戦

後
に
愛
知
時
計
電
機
に
入
社
、
瑞
穂
工
場

の
設
計
部
門
で
、
時
計
機
器
や
防
衛
庁
関

連
機
器
を
担
当
。
愛
知
時
計
な
ら
び
に
、

そ
こ
で
生
産
さ
れ
た
過
去
の
製
品
・
遺
構

に
つ
い
て
「
産
業
遺
産
」
と
し
て
調
査
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

事
務
局 
寺
脇 
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者
。
何
と
む
ご
い
地
獄
絵
さ
な
が
ら
の
現
場
で
あ
る
。 

 
堀
川
は
死
体
で
埋
ま
り
、
腐
敗
臭
が
鼻
を
突
く
。
鳶

口
（
と
び
く
ち
）
で
死
体
を
引
き
揚
げ
、
男
性
達
は
重

い
死
体
を
、
大
根
や
イ
モ
で
も
放
り
投
げ
る
よ
う
に
無

造
作
に
石
炭
箱
に
詰
め
込
ん
で
い
た
。
工
場
正
門
横
に

は
、
リ
ン
ゴ
箱
ほ
ど
の
木
箱
に
手
足
を
へ
し
折
っ
て
ギ

ュ
ー
と
押
し
込
み
一
人
分
の
木
箱
に
木
炭
で
名
前
を

記
入
し
て
い
た
。
性
別
・
名
前
の
分
か
ら
な
い
肉
片
は

木
箱
に
入
れ
ず
、
ま
と
め
て
集
め
ら
れ
た
。
蛆
（
う
じ
）

が
白
い
塊
と
な
っ
て
う
ご
め
い
て
い
る
。
10
日
も
た
つ

と
堀
川
に
沈
ん
だ
死
体
は
膨
張
し
て
浮
か
ん
で
来
る
。

膨
ら
ん
だ
死
体
を
見
て
も
、
か
わ
い
そ
う
だ
と
の
思
い

も
無
か
っ
た
。 

 

９
、
証
言
Ｄ 

 

学
徒
動
員
、
中
京
商
業
生
徒
（
１
４
歳
）
。
発
動
機

工
場
へ
警
報
解
除
で
復
帰
し
た
時
、
再
度
の
空
襲
警
報

の
サ
イ
レ
ン
！
西
の
空
に
Ｂ
２
９
の
編
隊
が
来
る
！

上
空
に
キ
ラ
ッ
と
光
っ
た
物
体
が
目
に
入
る
。
素
早
く

防
空
壕
へ
飛
び
込
む
と
同
時
に
、
ガ
ツ
ー
と
大
音
響
、

シ
ョ
ッ
ク
！
工
場
は
鉄
骨
柱
が
ま
が
り
赤
い
炎
、
黒
煙

が
地
を
這
い
、
物
凄
い
爆
発
音
と
共
に
身
体
の
半
分
が

土
に
埋
ま
っ
た
。
鉄
材
の
下
敷
き
に
な
っ
て
死
ん
で
い

る
人
、
胴
か
ら
下
半
身
だ
け
の
死
体
、
誰
と
も
分
か
ら

な
い
腕
や
足
、
ま
さ
に
此
の
世
の
地
獄
だ
！
船
方
電
停

付
近
は
、
あ
た
り
一
面
、
死
体
の
海
！
血
ま
み
れ
の
目

玉
が
飛
び
出
た
顔
、
余
り
に
も
酷
い
死
体
の
山
。
爆
風

で
着
て
い
た
服
は
剥
ぎ
取
ら
れ
、
眼
球
は
無
く
、
腹
を

裂
か
れ
内
臓
が
は
み
出
し
て
い
る
女
の
死
体
、
高
圧
線

に
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
首
！ 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

次
号
へ
つ
づ
く 

          
 

 
 

                   

                              

６
月
９
日 

愛
知
時
計
を
襲
っ
た
空
襲
の
状
況 

堀 

川 

白鳥橋 

愛知航空機 

熱田発動機工場 

愛知時計 

   電機 

死体のため 

血の池ができた 

500キロ爆弾 

1トン爆弾 
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 遠くウクライナやパレスチナの理不尽

さもさることながら、国内における「理不

尽さ」も半端ではありません。平家物語の

中で「奢れるもの久しからず」とあるけれ

ど、この国でも奢れるものは、いつまでも

奢っているようにしか思われません。ロシ

アのような凶悪な国ではないはずなのに、

「奢れるもの」を崇め、赦している人々と

は一体どのような人達なのだろうかと、い

つも疑問う毎日です。 

          2024，２，26（T）         

        

 

 

 

 

 

表題の論考は岐阜県立関高等学校地域研究部(顧問 林直樹先生）が発表したものです。 

多治見・美濃加茂間は本土決戦「最終防衛線（ライン）」と構想され そのラインに沿って建設された「地

下工場」は「地下陣地」に転用されるとの仮説を立てています。瀬戸地下工場もこのように解釈しうる

か 興味のあるところです。雨宮中尉に引率され水野『感応寺』に展開した１１０名余の分隊は『一旦

緩急あれば』直ちに地下工場を接収し抗戦・死守を任務としたのでは?       瀬戸市 鈴木守  

                                                      

          

 

朝日新聞デジタル 池田孝昭（2023年 11月 16日 11時 00分）より引用 

 
 

 
 
 

 
 
 

 岐阜県立関高校の地域研究部が「地歴甲子園」と呼ばれる「全国高校生歴史フォーラム」の優秀賞に選ば

れた。受賞したリポートは「地下軍需工場建設と本土決戦準備」。太平洋戦争末期に地元で建設された地下工

場の実態について、お年寄りへの聞き取りや現地調査などで調べ上げた。 

 調査をまとめたのは、いずれも 3年生の杉浦良太朗さん、鈴木遥斗さん、梅村颯太朗さん、酒向達也さん

の 4 人。地域研究部は 3 年前から、学校近くにあった旧日本軍の秘匿飛行場「関飛行場」について研究。4

人は先輩たちの研究を引き継ぎ、飛行機生産をテーマに調査した。 

 4人が調べたのは関飛行場に近い川辺町に造られた地下工場。1944（昭和 19）年 12月に着工し、中国人

や朝鮮人の労働者も動員されたが、完成前に終戦を迎えた。 

 生徒たちは川辺町史など史料を調べるだけでなく、昨年秋から何度も現地を訪れた。地下壕（ごう）は崩

落の危険があるため、近づけずドローンを使って内部を撮影。当時を知るお年寄り 5人に話を聞き、「後ろ手

に縛られて数珠つなぎになった中国人を見かけた」「慰安所だと言われる施設もあった」「終戦後に解放され

た中国人からコッペパンをもらった」などの証言を得た。 

「もし戦争が続けられていたら…」恐れ感じながらまとめたリポート「自然の丘だと思っていた場所が、地

下壕を掘った時の残土が盛られたものだと知り、驚いた」と杉浦さん。酒向さんは「戦争は時間的にも空間

的にも、遠いものだと思っていた。地元に爪痕が残ってい

て、捕虜などの問題について考えさせられた」。 4 人は、

東濃地域に集中する地下工場の場所を地図上に落とし、現

在の JR太多線の周辺に分布していることに気がついた。旧

陸軍には本土決戦時に、多治見と美濃加茂を結ぶラインを

東海地区の「最終防衛線」とする構想があったことを史料

で確認。「地下工場は、本土決戦時に陣地に転用する計画が

あったのでは」との考察をまとめた。 

 鈴木さんは「戦争が続けられていたら、この地域もどう

なっていたか分からない」。梅村さんも「沖縄での戦いが全

国で起きていたかもしれない」。4 人は恐れを感じながらリ

ポートをまとめた。 

 フォーラムは奈良大学と奈良県が主催し、今年度は 17回

目。全国 89編の応募から 5編の優秀賞の一つに選ばれた。

25日に同大で発表会がある。（池田孝昭・朝日デジタル） 

 

 

鈴木守さんから貴重な情報を送っていた

だきました。ありがとうございました！ 

左から杉浦良太朗さん、鈴

木遥斗さん、梅村颯太朗さ

ん、酒向達也さん=2023

年11月10日午後5時51

分、岐阜県関市桜ケ丘 2丁

目の関高校、池田孝昭撮影 

 

https://www.google.com/url?sa=t&rct=j&q=&esrc=s&source=web&cd=&ved=2ahUKEwiAlqP46LODAxXMklYBHdQ-BgMQh-wKegQIGxAD&url=https%3A%2F%2Fwww.asahi.com%2Farticles%2FASRCG6QCVRCBOHGB009.html&usg=AOvVaw1uVPj2Ccg4ofksnwPyC83Y&opi=89978449

